
北
タ
イ
の
一
村
落
に
お
け
る
世
帯
間
農
業
共
同
の
諸
形
態

ラ
ン
プ
ー
ン
県
メ
ー
タ
ー
郡
タ
カ
区
タ
カ
村
の
事
例佐

　
藤
　
康
　
行

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
タ
イ
の
農
業
経
営
の
研
究
は
、
水
野
浩
一
が
東
北
タ
イ
の
ド
ソ
デ
ー
ソ
村
の
調
査
の
中
で
見
出
し
た
「
屋
敷
地
共
住
集
団
」
概

　
　
念
が
端
緒
に
な
っ
て
い
る
。
水
野
は
、
子
供
が
結
婚
後
親
と
一
緒
に
共
同
で
耕
作
し
、
な
お
か
つ
消
費
し
て
い
る
集
団
を
「
屋
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

　
　
地
共
住
集
団
」
と
称
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
彼
が
親
子
間
の
農
業
共
同
を
基
軸
に
し
て
タ
イ
農
業
経
営
が
行
な
わ
れ

　
　
て
い
る
こ
と
を
、
家
族
周
期
論
の
中
に
位
置
づ
け
て
説
明
し
た
こ
と
は
す
ぐ
れ
た
意
義
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
親
子
間
共
同

　
　
を
も
っ
て
一
つ
の
家
族
と
考
え
る
傾
向
を
十
分
克
服
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
口
羽
益
生
と
武
邑
尚
彦
が
ド
ソ
デ
ー

　
　
ソ
村
の
追
跡
調
査
を
行
な
い
、
水
野
の
理
論
の
補
充
と
修
正
を
行
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
が
発
見
し
追
加
し
た
デ
ー
タ
は
多
い
た
め

　
　
に
、
そ
の
す
べ
て
に
つ
い
て
言
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
稿
が
対
象
と
す
る
世
帯
間
共
同
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
親
子
間

　
　
共
同
は
世
帯
間
共
同
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
か
ら
共
同
の
内
容
と
家
族
周
期
の
点
か
ら
、
世
帯
間
共
同
を
主

　
　
に
親
が
子
を
援
助
す
る
型
と
子
が
親
を
扶
養
す
る
型
、
そ
れ
と
キ
ョ
ウ
ダ
イ
や
オ
バ
オ
イ
間
の
互
助
的
な
型
の
三
類
型
が
あ
る
と

　
　
し
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
「
屋
敷
地
共
住
集
団
」
は
親
が
子
を
援
助
す
る
型
で
あ
る
と
し
、
家
族
周
期
上
で
そ

　
巧
の
後
子
が
親
を
扶
養
す
る
型
が
現
れ
る
と
し
た
こ
と
な
ど
は
新
し
い
発
見
で
あ
つ
彪



o
　
　
　
タ
イ
は
北
部
、
東
北
部
、
中
央
部
、
南
部
の
四
つ
に
気
候
的
、
歴
史
的
、
言
語
的
等
に
お
い
て
相
違
し
て
お
り
、
家
族
制
度
や

1
6

　
　
農
業
生
産
の
様
式
に
お
い
て
も
種
々
相
違
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
農
業
経
営
に
お
い
て
も
容
易
に
比
較
を
許
さ
な
い
側
面
を
持
っ

　
　
　
て
い
る
。
北
タ
イ
は
な
か
で
も
平
均
経
営
規
模
が
最
も
小
さ
く
、
零
細
農
民
が
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
従
来
の
農
業
経
営
の
研
究
に
お
い
て
は
、
比
較
的
農
地
を
所
有
し
て
い
る
農
民
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
世
帯
間
共
同
が
考
察
さ
れ
て

　
　
き
た
。
北
タ
イ
の
農
業
・
農
村
研
究
に
お
い
て
は
、
高
井
康
弘
が
親
世
帯
か
ら
子
世
帯
に
行
な
わ
れ
て
い
る
一
部
経
営
の
委
託

　
　
　
（
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
）
に
関
し
て
詳
細
な
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
し
、
ま
た
関
泰
子
は
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
に
対
す
る
御
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

　
　
　
（
カ
ー
・
ホ
ア
・
ナ
ー
）
の
詳
細
な
考
察
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
比
較
的
農
地
を
所
有
し
て
い
る
農
民
の
世
帯

瑚
翔
　
　
間
共
同
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
零
細
農
民
は
と
も
す
る
と
研
究
の
対
象
外
に
置
か
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者

究
　
　
は
農
地
を
比
較
的
所
有
し
て
い
な
い
零
細
農
民
の
世
帯
間
共
同
が
こ
れ
ま
で
十
分
に
考
察
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
、

研
　
　
零
細
農
民
の
親
子
間
共
同
に
つ
い
て
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
共
同
経
営
の
諸
形
態
に
つ
い
て
研
究
す
る
必
要
を
説
い

学
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
て
き
た
の
で
あ
る
。

科
文
　
　
　
こ
れ
ま
で
、
零
細
農
民
は
親
子
間
に
お
い
て
親
子
が
「
共
働
・
共
食
」
す
る
タ
ム
・
キ
ソ
・
デ
ィ
オ
・
カ
ソ
と
親
子
が
無
償
で

人
手
伝
い
合
う
チ
ュ
ア
イ
゜
カ
ソ
が
行
な
わ
れ
て
い
た
・
互
い
に
手
伝
い
合
う
形
態
は
・
世
帯
間
の
等
価
の
労
働
交
換
で
は
な
く
・

　
　
親
子
が
互
い
に
労
働
交
換
を
意
識
な
い
し
計
算
し
な
い
で
手
伝
い
合
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
の
特
徴
に
つ
い

　
　
て
略
記
す
れ
ば
、
タ
ム
・
キ
ソ
・
デ
ィ
オ
・
カ
ソ
は
親
世
帯
と
子
世
帯
が
世
帯
を
異
に
し
な
が
ら
、
雨
季
作
米
の
耕
作
を
共
同
で

　
　
行
な
う
一
方
で
、
畑
作
物
に
限
っ
て
は
作
物
別
に
分
担
し
て
経
営
し
て
い
る
。
親
子
の
世
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
家
計
を
別
に
し
な
が
ら
、

　
　
雨
季
作
米
は
共
同
で
生
産
消
費
す
る
一
方
で
、
畑
作
物
は
互
い
に
独
立
し
て
経
営
し
、
収
穫
物
は
各
世
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
取
得
し
て

　
　
い
た
。
そ
し
て
、
畑
作
に
関
し
て
は
親
子
が
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
し
あ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
零
細
農
民
に
あ
っ
て
親
子
の

　
　
世
帯
間
で
雨
季
作
米
の
み
が
手
伝
い
合
っ
て
（
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
）
行
な
わ
れ
て
い
る
一
方
で
、
畑
作
は
親
子
の
世
帯
が
そ
れ
ぞ



　
　
れ
独
立
し
て
経
営
し
、
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
し
あ
っ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
の
親
子
間
共
同
の
場
合
、
親
世
帯
が

　
　
子
世
帯
の
経
済
的
独
立
を
要
求
す
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
零
細
農
民
の
世
帯
間
共
同
は

　
　
急
激
な
農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
諸
条
件
の
変
化
の
中
に
あ
っ
て
、
同
じ
村
の
中
で
も
実
に
多
様
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ま
し
て

　
　
別
の
村
で
は
著
し
く
相
違
し
て
展
開
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
居
住
形
態
や
相
続
様
式
、
労
働
力
の
分
配
な
ど
の
家

態
　
　
族
制
度
や
親
族
機
能
、
貯
蓄
組
合
や
水
利
組
合
の
運
営
等
々
は
村
に
よ
っ
て
大
き
く
相
違
し
て
い
る
。
零
細
農
民
の
世
帯
間
共
同

諦
は
・
商
品
経
済
の
た
え
ざ
る
浸
透
に
対
す
る
さ
さ
や
か
な
抵
抗
で
あ
り
、
そ
う
し
た
試
み
が
世
帯
ご
と
に
多
様
に
展
開
さ
れ
て
い

蘭
　
　
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
ん
に
ち
、
こ
う
し
た
世
帯
間
農
業
共
同
の
デ
ー
タ
そ
れ
自
体
が
不
足
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
る
と
、
大

瓢
資
本
に
対
し
て
い
か
な
る
抵
抗
が
試
み
ら
れ
て
い
る
の
か
を
と
り
わ
け
零
狸
民
に
お
い
て
把
握
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
2

農鯛
つ
で
あ
る
。
本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
墾
、
識
に
基
づ
い
て
、
北
タ
イ
の
農
村
に
お
い
て
零
細
農
民
の
世
帯
間
肇
共
同
の
諸

碓
　
　
形
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

け㈱
　
　
　
　
二
調
査
地
の
概
要

擁一　
（
一
）
　
調
査
地
の
概
要
と
貯
蓄
組
合

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

イ
　
　
調
査
対
象
地
の
タ
カ
村
は
、
ラ
ソ
プ
ー
ソ
県
メ
ー
タ
ー
郡
タ
カ
区
に
あ
る
一
村
落
で
あ
る
。
タ
カ
村
は
チ
ェ
ソ
マ
イ
市
か
ら
南

タ北
　
　
に
お
よ
そ
二
五
キ
ロ
に
あ
る
ラ
ソ
プ
ー
ソ
市
か
ら
さ
ら
に
東
南
に
二
〇
キ
ロ
ほ
ど
に
位
置
し
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
四
月
現
在
で
、

　
　
　
タ
カ
村
の
世
帯
数
は
三
一
二
戸
、
家
族
登
録
数
は
三
七
一
、
平
均
家
族
員
は
四
・
三
人
、
耕
作
面
積
は
六
二
一
・
二
五
ラ
イ
（
一

　
　
　
ラ
イ
は
約
○
・
一
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
る
。
北
タ
イ
が
全
国
的
に
は
最
も
零
細
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
ラ
ソ
プ
ー
ソ
県
は
平
均

　
　
　
世
帯
耕
作
規
模
が
八
・
三
四
ラ
イ
と
最
も
小
さ
い
。
タ
カ
村
は
出
入
作
を
除
い
て
平
均
経
営
規
模
が
二
・
○
ラ
イ
と
き
わ
め
て
零

ユ
ー
6@
細
で
あ
る
・
村
に
は
寺
院
と
小
学
校
・
幼
稚
園
が
あ
り
、
南
北
に
火
葬
場
が
一
つ
ず
つ
あ
る
。
村
の
中
央
に
は
常
設
市
場
が
あ
り
、



6
2
@
　
そ
の
周
囲
に
は
商
店
が
た
ち
並
ん
で
い
る
。
商
店
は
二
七
軒
あ
り
、
地
域
一
帯
の
中
心
を
な
し
て
い
る
。
五
年
前
に
タ
カ
村
の
近

1
　
　
く
に
木
彫
り
の
大
き
な
工
場
が
三
つ
で
き
、
木
彫
り
に
従
事
す
る
人
が
増
加
し
た
。
土
地
の
な
い
村
人
や
零
細
な
農
民
は
日
雇
い

　
　
や
小
作
を
し
て
生
活
し
て
き
た
が
、
二
⊥
二
年
前
は
主
に
木
彫
り
に
依
存
し
て
生
活
し
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。
木
彫
り
の
収
入

　
　
は
一
人
一
日
普
通
一
〇
〇
バ
ー
ッ
（
現
在
、
　
一
バ
ー
ツ
は
お
よ
そ
五
円
）
、
一
月
約
三
〇
〇
〇
バ
：
ッ
で
、
多
い
人
は
一
日
一
五

　
　
〇
バ
：
ツ
、
一
月
四
五
〇
〇
バ
ー
ッ
位
の
収
入
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
昨
年
か
ら
木
彫
り
の
需
要
が
減
少
し
た
た
め
、
木
彫
り
か

　
　
ら
色
の
塗
装
を
す
る
仕
事
に
変
化
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
収
入
も
減
少
し
て
い
る
。
タ
カ
村
の
農
業
規
模
は
零
細
で
あ
り
、
農
業
だ

輯
　
　
サ
で
は
食
べ
て
い
く
こ
と
が
困
難
で
あ
る
た
め
に
、
タ
カ
村
の
農
民
は
農
業
よ
り
も
農
外
就
業
に
依
存
し
て
生
活
を
送
っ
て
き
て

　郷
　
い
る
。

究
　
　
　
ま
ず
、
米
銀
行
（
タ
ナ
カ
ー
ソ
・
カ
ー
オ
）
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
タ
カ
村
で
は
、
七
年
前
に
隣
接
す
る
ゴ
サ

翰
イ
村
と
ナ
↑
村
の
三
か
村
の
農
民
二
六
五
人
か
ら
な
る
米
銀
行
を
郡
役
所
の
肇
糞
委
員
（
力
亭
ト
・
コ
ソ
）
の
指
導
下

科
　
　
に
作
っ
た
。
土
地
は
ゴ
サ
イ
村
の
人
が
無
償
で
提
供
し
、
米
倉
の
建
設
費
は
政
府
が
四
万
バ
ー
ッ
提
供
し
て
く
れ
た
資
金
で
建
設

文
　
　
し
た
。
始
め
に
、
お
米
か
お
金
を
何
口
か
拠
出
す
る
。
拠
出
金
額
に
応
じ
て
借
用
で
き
る
仕
組
み
は
協
同
組
合
と
同
様
で
あ
る
。

人
　
　
お
米
は
毎
年
五
月
と
一
一
月
の
年
二
回
だ
け
貸
し
出
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
借
用
し
た
と
す
る
と
、
始
あ
の

　
　
月
に
＝
二
〇
バ
ー
ツ
、
翌
月
に
一
二
七
バ
ー
ツ
、
そ
の
翌
月
に
一
二
四
バ
ー
ッ
と
い
う
よ
う
に
毎
月
三
バ
ー
ッ
ず
つ
減
ら
し
て
支

　
　
払
い
、
一
〇
か
月
後
に
一
〇
三
バ
ー
ッ
支
払
っ
て
返
済
を
終
わ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
役
員
は
各
村
に
い
て
、
役
員
の
家
ま

　
　
で
毎
月
借
金
の
返
済
に
来
て
い
る
。
米
銀
行
は
貯
蓄
組
合
と
は
異
な
っ
て
、
後
か
ら
で
も
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
タ
カ
村
で
は
、
米
銀
行
よ
り
早
く
、
農
民
が
自
分
た
ち
で
早
く
か
ら
貯
蓄
組
合
（
ク
ゥ
ム
・
オ
ム
サ
ッ
プ
）
を
結
成
し
て
い
る
。

　
　
　
一
番
早
く
結
成
し
た
も
の
で
二
一
年
前
か
ら
の
も
の
が
あ
る
。
一
＝
年
前
は
、
ち
ょ
う
ど
農
業
農
協
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
年
に
あ

　
　
た
る
。
こ
の
貯
蓄
組
合
は
通
称
「
五
日
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
＝
年
前
に
作
ら
れ
た
通
称
「
一
日
」
と
九
年
前
に



　
　
作
ら
れ
た
「
三
日
」
と
「
九
日
」
、
そ
れ
と
三
年
前
に
前
村
長

　
　
の
指
導
下
に
作
ら
れ
た
コ
五
日
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
貯
蓄
組

　
　
合
の
構
成
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
リ
！
ダ
ー
は
「
五
日
」
が

　
　
元
ワ
ッ
ト
・
タ
カ
小
学
校
の
校
長
で
あ
り
、
「
三
日
」
が
小
学

態
　
　
校
の
教
師
た
ち
、
＝
日
」
と
「
九
日
」
が
元
の
区
長
（
ガ
ム

諦
ナ
ソ
）
・
＝
五
旦
が
前
村
長
で
あ
る
・
こ
れ
ら
の
貯
蓄
組
合

の同
　
　
は
い
ず
れ
も
村
長
や
校
長
な
ど
が
リ
！
ダ
ー
と
な
っ
て
結
成
し
　
　
合

鎌
た
も
の
で
鷺
　
　
　
　
　
翻

欄
　
組
合
の
醤
な
ど
に
つ
い
て
は
以
下
の
占
心
で
共
通
し
て
い
る
。
傭

灘
弊
㍉
鑓
雛
鐘
魅
藻
醍
働
鵬
鍵
欄

こ閣
　
　
合
を
結
成
し
て
い
る
。
次
に
、
②
役
員
に
毎
年
な
い
し
数
年
お
　
　
1

瑚
き
に
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
・
㈹
利
子
の
み
毎
月
返
済
す
れ
表

の舛
　
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ω
利
子
の
支
払
い
が
遅
れ
る
と
、

ヒゴ
　
　
一
日
に
付
五
バ
ー
ツ
加
算
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
ほ
と
ん
ど
の
村
人
が
こ
れ
ら
の
貯
蓄
組
合
の
ど
れ
か
し
ら
に

　
　
加
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
部
の
裕
福
な
人
を
除
い
て
ほ
と
ん

　
　
ど
の
組
合
員
が
借
金
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
昨
年
の
六
月

6
3
1
　
　
の
時
点
で
は
、
通
称
「
三
日
」
の
組
合
は
組
合
員
九
九
名
中
六

在
現

脚
捌

岬
騰

樋
靭

o
o
ゆ
㎜

ウ
・

の
ル
（
本
資

初
最

o
o
4
3
5

脚
2
9

5
0
％

鋼
4
5

o
o
ゆ
8
5

額
）
度
ッ
限
一
付
バ
貸
（

o
o
如

o
o
如

o
o
餉

脚
3

伽
2

購
ω
飴

㎜

9
9

6
1

励

珊

鷲
載

鯉
1

螂
1

例
1

鰯
1

鰯
1

ダ
ト

長
区
元

ち
た
師
教

長
校
元

長
区
元

長
村
現

合
組
蓄
貯

の
日
叔
イ
ー
テ
伽

の
日
サ
イ
3
”
け

潟
C
5
万
ω

ﾍ
ρ
9
テ
伽

　
瓜

　
貌

　
筋

　
跳゜

鋤

幡
徽

ば
鋤

囎
諏

肺
溺
゜

2
で
た

年
％
し
り

9
2
Q
更
取

1
9
･
変
き

後
一
に
聞

の
は
％
の

こ
子
2
月

は
利
ら
6

長
付
か
年

村
貸
年
9
0

’
‘
昨
1
9

ユ
　
ハ
　

ー
　
　
粉

注
　
　
　
資
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名
を
除
い
て
九
三
名
が
額
の
大
小
に
拘
ら
ず
借
用
し
て
い
た
。
借
用
し
た
お
金
は
農
業
関
係
に
限
ら
ず
何
に
使
用
し
て
も
よ
い
。

　
－
　
　
と
こ
ろ
で
、
「
五
日
」
の
組
合
員
の
資
格
を
売
買
す
る
事
態
が
あ
っ
た
が
、
三
〇
〇
〇
バ
：
ッ
以
上
の
値
段
で
売
買
さ
れ
て
い
た
。

　
　
そ
れ
か
ら
、
親
の
死
去
に
伴
っ
て
娘
が
権
利
を
継
承
し
て
い
る
場
合
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
す
る
と
、
組
合
員
資
格

　
　
は
一
種
の
「
株
」
を
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
　
　
　
こ
れ
ら
の
貯
蓄
組
合
と
は
別
に
、
村
の
中
に
は
農
業
用
の
資
金
を
調
達
す
る
組
合
が
あ
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
財
団
か
ら
毎
年
約

　
　
　
一
万
バ
ー
ツ
と
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
保
育
園
に
送
ら
れ
て
く
る
の
で
、
そ
の
資
金
を
利
用
し
て
ゴ
サ
イ
村
と
タ
カ
村
の
人
々
に
二
％

　
　
の
利
子
で
四
万
バ
ー
ッ
を
限
度
に
し
て
貸
出
し
て
い
る
。
こ
の
組
合
は
八
年
前
に
村
人
自
身
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

輯鞭
そ
の
ほ
か
、
扉
年
か
ら
婦
人
会
の
中
で
牛
銀
行
（
タ
ナ
や
ソ
・
ウ
ア
）
が
当
時
の
村
長
（
元
N
G
。
の
ワ
ー
カ
ー
）
の
指
導

究
　
　
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
の
三
月
現
在
で
一
四
頭
の
牛
の
提
供
が
あ
り
、
一
頭
七
〇
〇
〇
バ
ー
ッ
の
補
償
金
で
五

研
　
　
年
後
に
返
済
す
る
約
束
で
一
二
人
の
会
員
が
借
り
受
け
て
い
る
。
生
ま
れ
た
小
牛
は
飼
育
者
が
貰
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

騨
村
外
の
貸
付
金
に
は
、
メ
表
廓
の
肇
協
同
組
合
（
サ
ハ
〒
ソ
・
カ
ソ
・
力
宰
ト
）
が
三
年
前
か
ら
あ
り
、
タ
カ

文
　
村
と
ゴ
サ
イ
村
の
農
民
が
一
つ
の
支
部
を
構
成
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、
利
子
が
年
間
二
％
、
三
万
バ
ー
ッ
ま
で
借
用
で
き
る
。

人
　
　
そ
の
ほ
か
・
農
業
農
協
銀
行
（
タ
ナ
カ
ー
ソ
・
プ
ア
・
カ
ソ
・
カ
セ
ー
ト
・
レ
・
サ
ハ
コ
ー
ソ
）
か
ら
年
間
二
二
％
の
利
子
で
五

　
　
万
バ
ー
ッ
ま
で
借
用
で
き
る
。
普
通
の
銀
行
は
、
年
間
の
利
子
が
一
七
％
で
あ
る
か
ら
若
干
安
い
と
言
え
る
。

　
　
（
二
）
農
業
経
営

　
　
　
タ
カ
村
一
帯
は
灌
概
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
昔
な
が
ら
の
自
分
た
ち
で
持
え
た
自
然
の
灌
概
に
頼
っ
て
い
る
。
水
利
の
利
用

　
　
は
水
系
に
従
っ
て
三
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
灌
概
組
合
が
三
つ
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
合
は
そ
れ
ぞ
れ
周
辺
の
村
人
を
含
め
て
四
八

　
　
人
、
一
八
〇
人
、
一
五
〇
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
タ
カ
村
の
農
業
暦
は
、
一
月
頃
に
耕
地
を
耕
起
し
、
ニ
ソ
ニ
ク
（
カ
テ
ィ
ア
ソ
や
ホ
ム
デ
ソ
）
や
タ
バ
コ
の
葉
（
バ
イ
・
ヤ
ッ



　
　
ス
ー
）
・
ピ
ー
ナ
・
ツ
（
ト
ゥ
ア
・
リ
ソ
ソ
）
の
種
撒
き
を
行
な
う
。
四
月
頃
に
収
穫
し
、
次
に
再
び
．
〕
れ
ら
を
栽
培
す
る
。
．
〕

　
　
れ
ら
を
八
月
頃
に
収
穫
し
、
そ
の
後
再
び
耕
起
を
し
て
雨
季
作
米
を
栽
培
す
る
。
乾
季
作
米
は
水
不
足
の
た
め
に
作
ら
れ
て
い
な

　
　
い
。
同
一
の
農
地
で
畑
作
と
稲
作
と
が
行
な
わ
れ
、
周
年
的
に
三
毛
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
よ
う
に
田
と

　
　
畑
が
別
々
に
あ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
畑
作
に
つ
い
て
は
、
水
の
便
を
考
え
て
作
る
作
物
が
選
択
さ
れ
る
。
米

態
の
品
種
は
、
ウ
ル
チ
米
が
空
オ
・
マ
リ
だ
け
を
作
っ
て
い
る
。
も
ち
米
は
カ
ー
オ
．
シ
ウ
と
コ
ー
．
コ
ー
．
6
、
カ
ふ
．
ケ
ー

謝
オ
な
ど
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
〒
・
〒
・
6
叢
も
お
い
し
い
と
言
口
う
。
カ
ー
オ
．
て
オ
は
水
が
少
な
く
て
も
た

岡
　
　
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
の
で
、
最
も
多
く
作
ら
れ
て
い
る
。
米
の
庭
先
価
格
は
一
キ
ロ
当
た
り
三
バ
ー
ツ
程
度
で
あ
り
、
カ
ー
オ
．

黙
ケ
ー
オ
は
最
も
安
く
ニ
バ
↓
少
し
で
あ
る
・
小
売
り
の
売
値
は
、
〒
・
〒
・
6
が
▽
ッ
ト
ル
七
。
↑
ッ
、
や
オ
．
シ

繊
ウ
が
五
⊥
ハ
バ
↓
・
力
弄
ケ
素
お
よ
そ
四
バ
↓
で
あ
る
．
こ
れ
ら
米
に
は
肥
料
や
農
薬
を
用
い
な
い
人
が
多
い
．

紺
畑
作
物
の
売
値
は
、
ラ
ニ
ク
が
時
期
に
よ
っ
て
変
化
す
る
が
最
高
値
で
一
舌
お
よ
そ
＝
一
。
↑
ツ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ッ
（
ト
ゥ
ァ
．

鮒
リ
ソ
ソ
）
が
約
三
バ
↓
、
タ
バ
コ
が
三
バ
↓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
値
段
は
作
柄
が
よ
い
時
の
．
」
と
で
、
作
柄
が
悪
い
時
は
．
」

献
　
　
れ
よ
り
低
く
な
る
・
一
ラ
イ
の
収
益
は
、
ニ
ソ
ニ
ク
が
お
よ
そ
五
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
、
タ
バ
コ
が
四
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ッ

罰
が
四
〇
〇
〇
歯
五
〇
〇
バ
↓
で
あ
る
・
注
意
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
畑
作
は
地
味
や
天
候
に
よ
っ
て
収
穫
が
大
き

初
く
左
右
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
・
た
と
〉
兄
ば
・
あ
る
場
所
の
タ
バ
コ
の
藻
背
丈
が
大
き
く
育
っ
て
い
る
の
に
、
そ
の
隣
の

タ北
　
　
タ
バ
コ
の
葉
は
小
さ
い
こ
と
が
あ
る
。
収
入
も
当
然
隣
ど
う
し
の
土
地
で
違
っ
て
く
る
。
ニ
ソ
ニ
ク
は
手
間
が
か
か
り
、
労
働
も

　
　
　
た
い
へ
ん
で
あ
る
が
・
そ
の
分
収
入
も
よ
い
。
四
月
に
は
一
キ
ロ
六
バ
ー
ッ
程
で
あ
っ
た
の
が
、
乾
燥
後
の
八
月
頃
に
は
一
ニ
バ
ー

　
　
　
ツ
程
で
売
買
さ
れ
る
。
畑
作
物
に
は
肥
料
を
投
入
す
る
人
が
多
く
、
な
か
に
は
ご
く
少
し
だ
が
農
薬
を
散
布
す
る
人
も
い
る
。

　
　
　
　
小
作
（
ハ
イ
゜
コ
ン
・
タ
ム
）
に
は
、
収
穫
米
を
地
主
と
小
作
で
折
半
す
る
ニ
ヤ
・
パ
ー
が
ほ
と
ん
ど
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ

燭
の
ほ
か
・
小
作
料
を
支
払
う
形
態
（
ハ
イ
三
ソ
・
チ
ャ
オ
）
が
あ
る
。
山
岳
民
族
が
近
く
に
居
住
し
て
い
る
メ
カ
ナ
村
の
村
人
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に
小
作
を
頼
む
場
合
が
多
い
。
比
較
的
裕
福
な
農
民
や
商
店
な
ど
は
、
小
作
に
出
し
て
自
分
た
ち
で
耕
作
し
な
い
人
が
多
く
、
農

　
－
　
業
を
自
分
で
す
る
人
は
比
較
的
零
細
な
農
民
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
」
○
年
程
中
東
に
出
稼
ぎ
に
行
く
若
者
が
多
か
っ
た
が
、

　
　
湾
岸
戦
争
に
伴
っ
て
め
っ
き
り
少
な
く
な
り
、
村
の
中
で
で
き
る
木
彫
り
に
従
事
す
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
。
一
昨
年
前
に
近
く
に

　
　
大
き
な
木
彫
り
の
工
場
が
で
き
て
、
男
性
は
自
宅
で
木
彫
り
を
し
一
日
一
〇
〇
バ
ー
ッ
程
の
収
入
に
な
り
、
他
方
女
性
は
木
彫
り

　
　
工
場
で
色
塗
り
や
ヤ
ス
リ
か
け
の
仕
事
に
従
事
し
一
日
六
〇
バ
ー
ツ
程
の
収
入
に
な
っ
て
い
る
。
木
彫
り
の
農
外
労
働
が
零
細
農

　
　
民
や
土
地
な
し
農
民
に
と
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
く
上
で
重
要
な
収
入
源
に
な
っ
て
お
り
、
出
稼
ぎ
や
乗
合
バ
ス
（
シ
ー
ロ
ー
）

　
　
の
運
転
手
な
ど
の
旦
雇
い
か
ら
木
彫
り
へ
と
農
外
労
働
が
移
行
し
つ
つ
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

輯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
わ

8
2@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
コ
　
コ
ユ

　
　
て
い
た
間
は
、
夫
婦
二
人
で
従
事
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
夫
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
　
事
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
U
2
3
4
糊

　
　
ビ
ア
に
出
稼
ぎ
に
行
き
、
二
年
間
出
稼
ぎ
生
活
を
送
っ
た
。
出
稼
ぎ
資
金
は
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注
　
　
　
　
資

　
　
会
社
が
負
担
し
て
く
れ
た
。
出
稼
ぎ
で
稼
い
だ
資
金
を
元
手
に
、
五
年
前
に
車
を
買
い
シ
ー
ロ
ー
の
運
転
手
を
し
な
が
ら
木
彫
り

　
　
の
親
方
を
始
め
た
。
八
年
前
に
農
地
一
ラ
イ
を
購
入
し
、
長
男
が
農
作
業
を
手
伝
っ
て
き
た
。
耕
運
機
が
な
い
の
で
、
耕
起
の
み

　
　
　
一
ラ
イ
三
〇
〇
バ
ー
ツ
で
旦
雇
い
を
頼
ん
で
い
る
。
こ
の
相
場
は
現
在
普
通
に
見
ら
れ
る
金
額
で
あ
る
。
か
つ
て
は
牛
を
使
っ
て



　
　
旦
雇
い
が
耕
起
し
て
い
た
時
は
・
朝
と
夕
そ
れ
ぞ
れ
二
五
バ
ー
ツ
ず
つ
、
合
計
五
〇
バ
ー
ツ
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
長
男
は
結
婚

　
　
後
、
家
族
登
録
を
別
に
し
、
家
を
建
て
て
も
ら
っ
て
別
に
住
ん
で
い
る
。
結
婚
後
、
卿
／
1
の
長
男
夫
婦
は
両
親
の
農
作
業
の
手

　
　
伝
い
に
は
来
な
く
な
っ
た
。

　
　
　
収
入
の
大
半
は
木
彫
り
の
商
売
に
拠
っ
て
い
る
。
一
昨
年
会
社
登
録
を
す
る
程
従
業
員
が
多
く
な
り
、
工
場
も
五
ラ
イ
の
借
地

態
を
し
て
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
近
く
の
木
彫
り
工
場
の
輸
崇
不
振
に
な
り
、
木
彫
り
の
生
産
が
激
減
し
、
か
つ
て
工
場
で

諦
働
い
て
い
た
人
竺
五
人
か
ら
六
人
に
減
っ
て
い
る
。
彼
も
車
を
蓬
の
オ
イ
に
二
〇
万
。
↑
　
　
　
…

勧
ツ
で
転
売
し
・
事
業
の
大
幅
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
卿
の
親
と
卿
／
・
の
長
男
は
こ
の
　
　
　
至
外

共業
　
間
一
緒
に
木
彫
り
の
商
売
を
し
て
き
て
い
る
。
長
男
は
自
分
で
作
っ
た
木
彫
り
の
収
入
だ
け

　鯛
を
自
分
の
収
入
に
し
、
そ
れ
以
外
の
霧
の
仕
事
に
つ
い
て
は
給
料
の
計
算
外
に
カ
ゥ
ソ
ト

碓
さ
れ
て
き
た
。
こ
う
し
た
事
情
に
加
え
て
、
親
の
木
彫
り
の
仕
事
が
順
調
に
い
っ
て
い
た
た

鮒
　
　
め
、
長
男
の
新
居
の
た
め
に
親
が
土
地
を
購
入
し
、
家
も
作
っ
て
あ
げ
て
い
る
。

イ
　
　
親
と
同
居
し
て
き
た
。
五
六
歳
の
母
親
は
結
婚
し
た
当
初
親
と
四
年
間
同
居
し
て
タ
ム
・
キ

タ北
　
　
ソ
゜
デ
ィ
オ
゜
カ
ソ
を
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
親
が
現
在
の
屋
敷
地
を
分
け
て
く
れ
た
の
で

　
　
　
移
り
住
ん
だ
。
次
女
も
結
婚
後
長
女
家
族
と
一
緒
の
屋
敷
地
に
移
り
、
家
屋
番
号
励
／
2
に
　
　
〉

　
　
　
住
ん
で
い
る
・
昨
年
父
親
が
亡
く
な
っ
た
た
あ
、
屋
敷
地
を
分
け
て
相
続
し
た
。
拗
／
あ
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
親
こ
ま
三
人
の
良
が
、
る
が
、
そ
の
う
ち
二
七
歳
の
末
娘
が
昨
年
同
級
生
と
結
婚
し
た
。
　
　
事

　
　
両
ー
ー
　
女
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
1
0
1
0
…
1
8

餅
末
娘
の
夫
は
乗
合
バ
ス
（
シ
ー
。
－
）
の
雇
わ
れ
運
転
手
を
し
て
き
た
が
、
結
婚
後
は
そ
れ
く
　
凹
ρ
…
…
L

…
○
…

賑
…
醐

｝
　
　
　
　
　
＝
　
…

…
　
　
　
△
2
7
…

…
△
…

二
＝
外

…
〇
一

　
　
　
…
△
…
外

…
△
　
…
…
△
…
外

　
ニ
　
　
ロ
　
ひ
ヨ
ヨ
リ
ヒ
コ
ユ
ヨ

…
○
狙
　
○
…
／
2

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
む

…
　
　
　
○
　
…
1
8

一
△
　
　
　
　
…
o



8
　
　
を
辞
し
て
妻
方
の
親
と
同
居
し
て
一
緒
に
農
業
を
し
て
い
る
。
腰
が
悪
く
な
っ
て
シ
ー
ロ
ー
を
辞
め
た
と
い
う
。
結
婚
後
妻
の
両

　
－
　
親
と
同
居
し
（
彼
は
両
親
が
既
に
亡
く
な
り
、
祖
母
と
同
居
し
て
い
た
）
、
雨
季
作
米
の
み
な
ら
ず
カ
テ
ィ
ア
ソ
や
ホ
ム
デ
ソ
な

　
　
ど
の
畑
作
も
手
伝
っ
て
（
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
）
い
る
。
従
っ
て
、
雨
季
作
米
の
み
な
ら
ず
畑
作
物
も
「
共
働
．
共
食
」
し
て
い
る

　
　
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
励
／
1
の
家
に
は
農
地
七
ラ
イ
あ
り
、
そ
の
う
ち
五
ラ
イ
で
畑
作
（
タ
ム
．
ス
ワ
ソ
）
し
て
い
る
。
夫
は
四

　
　
入
兄
弟
姉
妹
で
長
男
が
両
親
の
面
倒
を
み
て
い
た
の
で
、
彼
は
農
地
の
相
続
を
譲
っ
て
い
る
。
七
ラ
イ
の
農
地
は
相
続
に
よ
る
も

　
　
の
で
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
結
婚
後
新
た
に
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
夫
婦
で
働
い
て
農
地
を
少
し
ず
つ
買
い
集
め
た
と
言
う
。
両

　
　
親
と
三
人
の
娘
、
そ
し
て
新
し
く
加
わ
っ
た
末
娘
の
夫
の
六
人
で
農
業
を
し
て
い
る
。
カ
テ
ィ
ア
ソ
と
ホ
ム
デ
ソ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

輯麹
（
ト
ゥ
ア
・
リ
ソ
ソ
）
を
作
り
、
そ
の
後
に
雨
季
作
米
を
作
っ
て
い
る
。
ま
だ
末
娘
が
結
婚
し
て
い
な
い
時
で
あ
っ
た
が
、
扉

究
　
年
の
ホ
ム
デ
ソ
摘
み
は
、
あ
る
日
が
一
二
人
、
そ
の
翌
日
が
九
人
、
最
も
少
な
い
日
は
家
族
員
だ
け
で
作
業
を
し
て
い
た
。
畑
作

研
　
　
で
は
、
家
族
員
五
人
の
ほ
か
母
親
の
妹
（
㎜
／
2
）
と
旦
雇
い
を
頼
ん
で
賄
っ
て
い
た
。
㈱
／
2
の
妹
は
労
働
交
換
で
は
な
く
、

辮
日
雇
い
で
あ
り
、
賃
金
は
非
親
族
と
同
額
で
あ
っ
た
．
す
な
わ
ち
、
女
性
は
天
三
。
バ
ー
ッ
、
　
「
創
…
壁
、

文
　
　
男
性
は
四
〇
バ
ー
ツ
と
そ
れ
ぞ
れ
現
物
の
ト
ゥ
ア
・
リ
ソ
ソ
や
ホ
ム
デ
ソ
で
あ
っ
た
。
拗
／
2

人
　
　
の
妹
家
族
は
農
地
四
ラ
イ
あ
り
・
そ
の
う
ち
ニ
ラ
イ
畑
作
し
て
い
る
。
拗
／
1
と
㈱
／
2
は
ア
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
オ
・
ム
ー
・
ワ
ソ
・
カ
ソ
（
労
働
交
換
）
の
関
係
に
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
，
－
…
，

　
　
　
事
例
3
は
・
親
世
帯
と
長
男
世
帯
と
の
タ
ム
゜
キ
ソ
゜
デ
ィ
オ
・
カ
ソ
で
あ
る
・
家
屋
糞
　
…
袷
6
6
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
0
6
4
一

　
　
6
3
に
住
む
両
親
は
長
女
と
そ
の
子
供
た
ち
、
そ
れ
か
ら
独
身
の
末
娘
と
同
居
し
て
い
る
。
長
女
　
〉
…
　
…

　
　
　
の
夫
は
ク
ル
ソ
テ
ー
プ
に
一
人
居
住
し
、
乗
合
バ
ス
の
事
業
を
行
な
っ
て
い
る
。
長
男
は
二
一
　
3
…
　
…

　
　
歳
の
時
に
結
婚
し
・
始
め
妻
方
の
両
親
と
三
年
間
同
居
し
て
い
た
が
、
三
年
後
に
両
親
の
近
く
勢
…

　
　
　
の
土
地
を
購
入
し
て
6
3
／
1
の
家
を
建
て
て
移
り
住
ん
だ
。
6
3
の
家
で
は
父
親
が
農
地
四
ラ
イ
、
　
＜
「
…
…
…
…
ー

…
色早
｢
影

レ
讐
㏄
皿

　
…
△
　
　
　
　
　
…

　
二
一
1
0
6
㎜
外

　
…
0
3
4
　
　
　
　
…

　
…
△
3
0
　
　
　
　
…

　
≡
1
△
6
｝
外

　
…
○
　
　
　
　
　
…

　
0
2
8
…



　
　
ラ
ム
ヤ
イ
を
六
ラ
イ
所
有
し
・
母
親
が
鑑
一
ラ
イ
と
ラ
ム
ヤ
イ
一
ラ
イ
所
有
し
て
い
る
。
長
男
の
6
3
／
－
の
世
帯
は
鑑
を
持
っ

　
　
て
い
な
い
の
で
・
長
男
の
妻
が
6
3
の
親
の
農
地
を
二
八
歳
の
末
娘
と
藷
に
耕
作
（
タ
ム
・
マ
）
し
、
米
倉
を
共
に
し
て
消
費

　
　
し
て
い
る
・
6
3
／
あ
妻
は
こ
う
し
た
共
同
を
「
共
働
・
共
食
」
（
タ
ム
・
キ
ソ
・
デ
ィ
オ
．
カ
ソ
）
だ
と
説
明
し
て
い
る
。
6
3

　
　
の
親
世
帯
で
農
作
業
に
従
事
し
て
い
る
の
は
二
八
歳
の
末
娘
だ
け
で
あ
り
、
同
居
し
て
い
る
長
女
は
賭
事
な
ど
に
興
じ
て
タ
ム
．

吻
穫
物
を
地
主
と
小
作
が
折
半
し
て
分
け
て
い
る
。
6
3
の
家
は
ラ
ム
ヤ
イ
（
果
樹
園
）
が
七
・
ブ
イ
あ
り
、
畑
作
は
せ
ず
に
父
親
と
末

黙
娘
柔
彫
り
を
し
て
い
る
・
6
3
／
・
は
夫
が
大
工
を
し
て
お
り
、
妻
は
借
用
し
て
い
る
鑑
で
米
作
り
の
後
に
畑
作
を
行
な
い
、

膿
ラ
ニ
ク
と
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
・
タ
バ
コ
を
作
っ
て
い
る
・
従
っ
て
、
6
3
の
両
親
と
雨
季
作
米
の
み
を
「
共
働
」
し
、
米
倉
を
「
養
」

櫛
し
て
い
る
・
し
か
し
・
畑
作
は
各
世
帯
が
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
行
な
い
、
収
入
も
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
家
に
入
れ
て
い
る
．
つ
ま
り
、

鮒
畑
作
で
は
手
伝
い
合
い
（
チ
ュ
ア
イ
．
カ
ソ
）
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。

離
　
6
3
／
・
の
妻
方
は
父
親
が
健
在
で
農
地
を
三
・
ブ
イ
所
有
し
て
い
る
が
、
不
便
な
所
に
あ
る
の
で
　
　
　
　
、

痢
父
親
の
兄
弟
姉
妹
に
ハ
イ
゜
タ
ム
゜
キ
ソ
し
て
い
る
・
兄
弟
姉
妹
ど
う
し
で
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
　
「
－
－
－
，
－
，
盒
餅

初
し
て
い
る
数
少
な
い
例
で
あ
る
・
婆
に
は
・
後
に
取
り
上
げ
る
5
9
／
・
の
妻
と
ア
オ
・
ワ
ソ
．
　
…

タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
カ
ソ
（
労
働
交
換
）
し
て
い
る
。
ラ
ニ
ク
を
束
ね
る
仕
事
に
来
て
も
ら
っ
た
ら
、
翌
日
に
は
タ
　
逐

　
　
バ
コ
の
葉
を
束
ね
る
仕
事
に
行
っ
て
い
る
。
二
人
は
近
く
に
住
む
仲
の
良
い
友
達
（
ラ
ッ
ク
．
カ
　
〉
…
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

　
　
　
ソ
）
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例
珪
…

　
　
　
　
　
ー
4
ま
・
　
　
ミ
　
　
で
あ
る
が
、
子
供
た
ち
が
既
こ
農
地
を
分
け
て
相
続
が
完
了
し
て
い
　
事
1
6

　
　
　
事
夜
　
ー
　
母
親
力
健
在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
1
丁
［
△
泊
」

四
る
場
合
で
あ
る
・
家
暑
高
に
は
母
親
と
独
身
の
長
男
・
長
女
と
姿
が
住
ん
で
い
る
。
2
9
／
＜
滑
匹
L
…

二
△
4
2
　
　
　
…

一
；
ー
△
1
8
｝

＝
0
3
9
　
　
　
…

0
3
6
　
　
　
　
…

0
3
2
　
　
　
　
…

…
0
2
8
…
…
　
…



7
0
@
　
1
に
は
次
男
世
帯
が
住
ん
で
い
る
。
末
娘
は
公
務
員
で
遠
く
ス
コ
ー
タ
イ
に
夫
と
二
人
で
住
み
、
二
歳
の
息
子
を
姉
（
長
女
）
に

1
　
　
預
け
て
い
る
。
長
男
は
農
業
に
従
事
し
、
長
女
は
家
事
と
オ
イ
の
育
児
、
次
女
は
木
彫
り
の
会
社
に
勤
め
て
い
る
。
長
女
は
妹
か

　
　
ら
育
児
代
を
貰
っ
て
い
な
い
と
言
う
。
次
男
は
二
一
二
歳
で
結
婚
し
、
始
め
妻
方
に
三
年
問
同
居
し
て
「
共
働
・
共
食
」
し
て
い
た
。

　
　
そ
の
後
、
父
親
が
土
地
を
分
け
て
く
れ
た
の
で
、
そ
こ
に
移
り
住
ん
だ
。
三
一
歳
の
時
に
イ
ラ
ク
に
出
稼
ぎ
に
一
年
三
か
月
、
サ

　
　
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
一
年
半
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
。
帰
国
し
て
か
ら
一
二
年
間
住
ん
で
い
た
土
地
を
二
万
バ
！
ッ
で
売
却
し
、
現
在
の

　
　
場
所
を
購
入
し
て
移
り
住
ん
だ
。
土
地
の
購
入
に
は
一
五
万
バ
ー
ツ
か
か
っ
た
。

輯
　
　
　
兄
弟
姉
妹
で
農
地
を
次
の
よ
う
に
話
し
合
い
の
末
分
け
た
。
長
男
は
農
地
ニ
ラ
イ
一
ソ
ガ
！
ヌ
（
一
ソ
ガ
ー
ヌ
は
四
分
の
一
ラ

　郷
　
　
イ
）
、
長
女
は
農
地
ニ
ラ
イ
、
次
女
は
屋
敷
地
と
一
昨
年
新
築
し
た
家
、
末
娘
は
農
地
三
ラ
イ
、
次
男
は
農
地
ニ
ラ
イ
三
ソ
ガ
ー

究
　
　
ヌ
を
そ
れ
ぞ
れ
相
続
し
た
。
現
在
、
長
男
と
次
男
と
が
長
女
と
末
子
の
農
地
五
ラ
イ
を
世
話
（
ド
ゥ
レ
！
）
し
て
い
る
。
長
男
の

輔
壬
ブ
イ
ヲ
ぞ
ヌ
は
小
作
（
ハ
イ
．
コ
ソ
・
タ
ム
）
に
出
し
て
い
る
．
兄
弟
姉
妹
全
員
が
雨
季
作
米
の
収
穫
米
と
小
作
米
と
を

科
　
　
親
の
米
倉
に
入
れ
て
い
る
。
余
っ
た
米
は
村
内
の
市
場
で
売
っ
て
い
る
。
五
年
前
に
長
男
が
二
万
バ
ー
ツ
、
次
男
が
一
万
バ
ー
ツ
、

文
　
　
妹
た
ち
が
三
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
そ
れ
ぞ
れ
出
し
合
っ
て
耕
運
機
を
購
入
し
て
い
る
。

人

　
2
9
／
1
の
次
男
は
三
年
前
か
ら
タ
バ
コ
を
三
ラ
イ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
を
ニ
ラ
イ
作
り
、
そ
の
ほ
か
木
彫
り
を
し
て
い
る
。
以
前
は

ニ
ソ
ニ
ク
を
作
っ
て
い
た
が
、
最
近
は
作
っ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
畑
作
は
次
男
世
帯
の
み
で
行
な
い
、
ほ
か
の
兄
弟
姉
妹
は
手

伝
っ
て
い
な
い
。
世
帯
内
労
働
力
を
中
心
に
し
て
、
知
人
と
の
労
働
交
換
（
ア
オ
・
ム
ー
・
ワ
ソ
・
カ
ソ
）
と
一
部
旦
雇
い
を
雇
っ

て
行
な
っ
て
い
る
。
妻
は
木
彫
り
の
工
場
に
働
き
に
行
っ
て
い
て
、
残
業
を
一
日
三
時
間
し
て
合
計
九
〇
バ
ー
ッ
程
の
収
入
を
貰
っ

て
い
る
。
一
人
息
子
が
高
校
に
通
っ
て
い
て
、
子
供
の
教
育
費
が
か
さ
ん
で
生
計
が
苦
し
い
か
ら
残
業
を
し
て
い
る
。
将
来
、
母

親
が
亡
く
な
っ
て
も
、
タ
ム
・
キ
ソ
・
デ
ィ
オ
・
カ
ソ
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
だ
と
言
う
。
そ
の
理
由
は
、
兄
弟
姉
妹
が
喧
嘩
し

な
い
し
、
仲
が
良
く
な
る
か
ら
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。



　
　
も
既
ー
年
老
し
て
仕
事
を
　
て
し
な
し
　
父
親
ー
農
地
五
　
　
相
続
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎝

態
　
　
購
入
し
た
。
農
地
は
合
計
で
九
ラ
イ
あ
る
が
、
果
樹
園
（
ラ
ム
ヤ
イ
）
は
な
い
。
こ
の
う

謂
ち
τ
ブ
イ
の
農
地
を
署
住
む
長
女
に
昨
年
か
ら
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
し
て
い
る
。
残
り
　
認
馳

嗣
の
農
地
八
ラ
イ
を
小
作
（
ハ
イ
三
ソ
゜
タ
ム
）
に
出
し
て
い
る
・
長
女
は
ハ
イ
・
タ
ム
・
詳
…

∵
繋
誰
翻
蜷
難
雑
飛
灘
麓
靖
蜜
［
町
寒
卵
刎

　
　
こ
　
・
　

し
…
　
ま
　
ラ
イ
し
、
結
婚
後
四
ラ
イ
　
一
　
＝
　
　
…
，
…
」

難
キ
ソ
さ
れ
た
そ
の
＝
ブ
イ
の
農
地
を
小
作
に
出
し
て
い
る
・
い
ず
れ
も
収
穫
米
を
折
半
す

農欄
る
ニ
ヤ
・
ず
で
あ
る
。
両
親
と
同
居
し
て
い
る
末
息
子
は
木
彫
り
を
し
て
い
た
が
、
昨

世
年
か
ら
車
を
三
〇
万
バ
↓
で
購
入
し
て
シ
占
あ
運
転
手
を
木
彫
り
の
傍
ら
行
な
う
「
－
…
－
ゆ
β
…
ゆ
巴
－

。
難
　
｝

，
，
、
ー
ヒ
h
h
且
　
一
＝
　
1
△
1
㎜

…
○
　
…
…
△
4
3
　
　
　
…

一
＝
　
　
｝
　
「
…
－
，
…
，
，
…
：
，
』

…
△
3
9
……

釈
趨

訟
讐
△
拓
募

の
　
　
ー
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
　
　
　
　
一
〇
　
　
　
一

イ
　
　
出
稼
ぎ
の
費
用
は
土
地
を
担
保
に
し
て
銀
行
か
ら
借
金
を
し
た
。
決
し
て
耕
地
を
売
買
し
　
　
　
　
　
　
．
。
－
…
…
…
－
，
，
、

タ北
　
　
て
費
用
を
捻
出
し
た
人
は
い
な
い
と
言
う
。
出
稼
ぎ
で
稼
い
だ
資
金
で
ラ
ム
ヤ
イ
を
五
ラ
イ
購
入
し
て
将
来
に
備
え
て
い
る
。
妻

　
　
の
両
親
は
農
地
を
三
六
ラ
イ
所
有
し
て
い
た
が
、
既
に
亡
く
な
り
兄
弟
姉
妹
三
人
が
均
等
に
一
人
一
〇
ラ
イ
ず
つ
相
続
し
終
わ
っ

　
　
て
い
る
。
長
男
（
四
四
歳
）
は
独
身
で
遠
く
チ
ェ
ソ
ラ
イ
に
働
い
て
お
り
、
妹
の
彼
女
が
小
作
（
ハ
イ
・
コ
ソ
・
タ
ム
）
に
出
し

　
　
て
面
倒
（
ド
ゥ
レ
ー
）
を
見
て
い
る
が
、
報
酬
は
貰
っ
て
い
な
い
と
言
う
。
両
親
が
健
在
な
時
子
供
に
お
金
が
必
要
だ
っ
た
の
で
、

ユ
ー
7@
農
地
六
ラ
イ
を
売
っ
て
お
金
を
息
子
二
人
に
分
け
て
い
る
。
彼
女
は
そ
の
分
け
前
に
あ
ず
か
ら
ず
に
い
た
た
め
、
親
が
加
入
し
て



2
　
　
い
た
貯
蓄
組
合
（
ク
ゥ
ム
・
オ
ム
サ
ッ
プ
）
の
権
利
を
受
け
継
い
だ
。
親
が
健
在
な
時
は
す
べ
て
の
農
地
を
小
作
に
出
し
て
い
た
。

　
－
　
　
　
家
屋
番
号
5
3
の
家
は
、
オ
バ
が
四
年
前
か
ら
一
緒
に
同
居
し
て
い
る
。
、
オ
バ
が
農
地
一
ラ
イ
を
同
居
し
て
い
る
オ
イ
に
ハ
イ
．

　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
タ
ム
゜
キ
ソ
し
て
い
る
。
こ
の
一
ラ
イ
で
は
、
鵬
の
オ
イ
夫
婦
だ
け
で
野
菜
を
作
り
、
㌔
そ
の
後
雨
季
作
米
を
作
っ
て
い
る
。
従
っ

　
　
て
、
オ
イ
家
族
は
夫
方
と
妻
方
の
双
方
か
ら
一
ラ
イ
ず
つ
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
親
と
オ
バ
に
収
穫
米

　
　
の
一
部
（
カ
ー
・
ホ
ア
・
ナ
ー
）
を
分
け
て
い
な
い
。
鵬
の
家
の
場
合
、
家
族
登
録
が
一
つ
で
は
な
く
、
オ
バ
は
一
人
だ
け
で
一

　
　
つ
の
家
族
登
録
を
し
て
い
る
。
鵬
の
妻
に
よ
る
と
、
オ
バ
は
一
人
で
一
つ
の
家
族
、
自
分
た
ち
は
別
の
家
族
を
そ
れ
ぞ
れ
形
成
し

　
　
て
い
る
と
言
う
。

輯麹
m
チ
ュ
ア
イ
．
カ
ン

磯
家
騨
騨
難
響
監
鰻
樗
誕
縄
、
奪
蕪
　
…
讐
簸
外

鮮
を
た
て
て
墓
両
親
は
二
・
ブ
イ
の
農
地
を
所
有
し
て
い
菟
長
女
夫
婦
は
結
婚
後
一
年
間
奇

文
　
　
両
親
と
同
居
し
て
「
共
働
・
共
食
」
（
タ
ム
・
キ
ソ
・
デ
ィ
オ
・
カ
ソ
）
し
た
後
で
近
く
の
　
　
　
…
＝
　
…

人
別
の
村
霧
っ
た
・
長
女
は
洋
裁
を
し
・
婆
の
夫
は
木
彫
り
を
し
て
い
る
が
・
婆
は
両
D
…
。
解

　
　
親
の
暗
作
の
手
伝
い
こ
来
て
い
な
い
。
次
女
ま
結
婚
後
二
年
間
両
親
の
家
こ
同
居
し
て
「
共
　
　
仮
…

　
　
禾
．
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
　

事
…
　
　
＝
　
…
1

働
・
共
食
」
し
た
後
で
近
く
の
村
に
移
り
、
夫
の
両
親
の
屋
敷
地
内
に
居
住
し
て
い
る
。
次
　
　
く
「
…
…
…
◎
…
」

女
は
両
親
の
稲
作
の
手
伝
い
に
来
て
い
る
。
長
女
と
次
女
の
夫
は
親
の
農
地
が
少
な
く
、
長
女
の
夫
は
兄
弟
姉
妹
で
農
地
を
売
却

し
て
お
金
を
分
け
て
い
る
が
、
次
女
の
夫
は
ま
だ
相
続
し
終
わ
っ
て
い
な
い
。
末
の
息
子
は
結
婚
後
妻
方
の
両
親
と
同
居
せ
ず
に
、

ず
っ
と
両
親
と
同
居
し
て
い
る
。
仕
事
は
木
彫
り
の
会
社
に
夫
婦
で
共
働
き
に
行
っ
て
い
る
。
両
親
は
年
を
取
っ
て
働
け
な
く
な

り
、
同
居
し
て
い
る
息
子
た
ち
の
ほ
か
よ
そ
の
村
に
い
る
次
女
が
手
伝
い
に
来
て
い
る
。
雨
季
作
米
だ
け
を
耕
作
し
て
い
る
が
、

…
△
　
　
　
　
　
…

二
【
1
0
1
2
｝
外

…
0
3
4
　
　
　
　
…

△
3
2
…

△
2
3
…
4
9



誤
　
　
言
え
を
徳
両
親
は
ニ
ラ
イ
し
か
農
地
を
所
有
し
て
お
ら
ず
、
子
供
た
ち
に
ハ
イ
．
タ
ム
・
キ
ソ

　
　諦

す
る
ほ
ど
＋
分
な
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
た
め
に
、
親
子
間
で
チ
ェ
ア
イ
．
カ
ソ
し
て
い
る

同
　
　
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
△
6
2
…

熱
　
事
例
7
の
場
合
・
家
暑
号
5
9
の
両
親
は
夫
婦
各
々
二
・
ブ
イ
ず
つ
鑑
を
所
有
し
て
い
る
。
　
…
ぴ
6
・
…

綴
窺
と
も
兄
弟
姉
妹
で
均
分
相
続
し
終
っ
て
い
る
．
長
墨
五
年
前
籍
婚
し
、
妻
方
の
両
D
…
…

碓
親
と
牽
間
「
共
働
・
共
食
」
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
両
親
の
屋
敷
地
内
に
家
を
自
分
で
建
て
例
　

燭
て
住
ん
で
い
る
・
彼
は
三
歳
か
ら
二
年
間
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
出
馨
に
行
っ
た
。
こ
の
出
蠕
　
餅
i
。
－
…

献
稼
ぎ
費
用
は
親
の
土
地
を
抵
当
に
入
れ
て
銀
行
か
ら
借
金
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
出
稼
ぎ
か
ら
　
，
…
－
…
，
…
，
…
－
…
－
，
、
，
，
、

粥
帰
国
後
・
三
五
歳
の
時
に
貯
蓄
し
た
資
金
で
鑑
＝
ブ
イ
ヲ
ギ
ヌ
を
六
万
バ
↓
程
で
購
入
し
た
ほ
か
、
耕
羅
を
三
万
三

初
○
○
○
バ
↓
で
購
入
し
た
・
現
在
・
ラ
一
ヲ
と
タ
バ
コ
・
ギ
ナ
・
ツ
を
作
り
、
そ
の
後
雨
季
作
米
を
作
っ
て
い
る
。
親
の

タ北
　
　
雨
季
作
米
に
は
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
に
行
っ
て
い
る
が
、
父
親
は
必
ず
し
も
手
伝
い
に
来
て
い
な
い
。
畑
作
物
は
夫
婦
で
少
し
ず
つ

　
　
収
穫
し
て
お
り
、
基
本
的
に
世
帯
内
労
働
力
で
賄
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
5
9
／
1
の
妻
は
6
3
／
1
の
妻
と
ア
ォ
．

　
　
　
ワ
ソ
。
カ
ソ
の
関
係
に
あ
る
。
夫
の
姉
妹
は
農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
彼
女
た
ち
と
は
労
働
交
換
の
関
係
に

　
　
は
な
い
・
ま
た
、
昨
年
か
ら
婦
人
会
が
行
な
っ
て
い
る
牛
銀
行
か
ら
牛
を
二
頭
借
用
し
て
飼
育
し
始
め
た
。
妻
が
牛
二
頭
借
り
た

ヨ
ー
7@
が
、
二
頭
は
疲
れ
る
の
で
一
頭
を
よ
そ
の
村
に
い
る
妻
の
姉
に
貸
し
て
、
一
頭
だ
け
を
飼
育
し
て
い
る
。
彼
は
昨
年
ま
で
農
閑
期

㎝
△
3
　
　
△
9
｝
5

顎
悔
州
α
璽
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…
△
…
　
r
…
，
、
』

…
需
レ
。
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…
△
　
　
　
　
　
｝
5

0
2
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…

0
2
6
　
　
　
…
5
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4
　
　
な
ど
に
、
木
彫
り
を
し
て
い
た
が
、
芳
し
く
な
く
な
っ
た
の
で
今
年
は
木
彫
り
を
し
て
い
な
い
。

1
7

　
妻
の
両
親
は
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
が
、
七
人
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
ク
ル
ソ
テ
ー
プ
で
働
い
て
い
る
末
の
息
子
が
一
九
歳
で
ま
だ

二
〇
歳
未
満
と
い
う
こ
と
で
相
続
で
き
な
い
た
め
に
、
両
親
の
農
地
五
ラ
イ
は
ま
だ
分
割
相
続
せ
ず
に
い
る
。
五
ラ
イ
の
農
地
は

村
に
残
っ
て
い
る
長
女
と
次
女
世
帯
が
世
話
（
ド
ゥ
レ
ー
）
し
て
い
る
。

　
一
方
、
次
女
は
両
親
の
屋
敷
地
内
の
5
9
／
2
に
住
ん
で
い
る
。
父
親
が
少
し
ず
つ
木
材
を
購
入
し
、
貯
め
て
置
い
て
建
て
た
も

の
で
あ
る
。
夫
は
洋
裁
の
仕
事
を
し
、
村
人
か
ら
の
注
文
を
こ
な
し
て
い
る
。
多
い
時
で
一

　
　
月
三
〇
〇
〇
バ
ー
ツ
、
少
な
い
月
で
一
〇
〇
〇
バ
ー
ッ
程
の
収
入
し
か
な
い
。
次
女
は
市
場

輯融
な
ど
で
お
か
ず
を
作
っ
て
売
っ
て
い
る
。
．
」
の
時
、
母
親
や
三
女
も
手
伝
っ
て
姉
妹
で
売
っ
　
「
－
…

究
　
　
て
い
る
。
お
か
ず
を
作
っ
て
市
場
で
販
売
し
て
い
る
女
性
は
村
の
中
に
五
〇
人
以
上
い
る
だ
　
　
　
…

研
　
ろ
う
か
。
何
も
し
な
い
で
暮
ら
し
て
い
る
女
性
は
、
村
で
は
皆
無
に
近
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
…
　
｝

夫
婦
は
無
報
酬
で
手
伝
っ
て
い
る
が
・
5
9
／
2
の
次
女
は
親
世
帯
と
は
家
計
を
別
に
し
て
お
　
　
0
6
5
…

り
、
お
金
が
な
く
て
米
が
買
え
な
い
時
な
ど
に
親
元
に
お
米
を
貰
い
に
行
っ
て
い
る
。
独
身
　
　
　
…
　
…

の
三
女
は
お
か
ず
売
り
、
末
娘
の
夫
は
旦
雇
い
で
何
で
も
行
な
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
…

　
こ
う
し
た
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
は
親
が
子
を
援
助
す
る
型
に
も
子
が
親
を
扶
養
す
る
型
に
も
　
　
ー
…
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽
…

入
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
親
子
間
は
対
等
の
立
場
に
た
ち
、
互
助
的
に
手
伝
い
合
っ
て
い
る
と
　
　
事
｝
　
　
　
＝
ー
0
1
…

…
讐
鱒
撃

讐
囲
撃

…
響
震
外

…
△
2
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1
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｝

言
え
る
だ
ろ
う
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…
…
…
…
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事
例
8
は
小
作
を
し
て
き
た
例
で
あ
る
。
家
屋
番
号
1
8
は
父
親
が
五
年
前
に
耕
運
…
機
を
購
入
し
た
が
、
そ
の
時
に
父
親
が
亡
く

　
　
な
り
そ
れ
を
機
に
小
作
を
辞
め
て
い
る
。
両
親
は
農
地
一
ラ
イ
を
所
有
し
て
い
る
が
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
荒
れ
地
に
し
て
何
も
耕

　
　
し
て
い
な
い
。
毎
年
数
ラ
イ
の
農
地
を
借
り
て
耕
作
し
、
収
穫
米
を
折
半
す
る
ニ
ヤ
・
パ
ー
の
小
作
を
し
て
き
た
。
小
作
地
の
耕

　
　
作
に
は
長
男
世
帯
を
除
い
て
手
伝
い
に
行
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
見
返
し
な
し
の
無
報
酬
で
あ
っ
た
。
四
男
は
結
婚
後
も
家
族
登

態
録
を
別
に
せ
ず
、
子
供
を
親
元
に
残
し
て
ク
ル
ど
T
プ
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る
。
帰
郷
し
て
住
む
よ
う
に
家
を
新
築
中
で
あ
る
。

謝
ま
た
、
牛
を
三
頭
買
っ
て
弟
の
六
男
に
飼
育
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

融
　
　
　
家
屋
番
号
8
に
住
む
長
男
は
一
九
歳
で
結
婚
し
、
そ
の
後
始
め
妻
方
の
両
親
と
同
居
し
て
い
た
が
、
二
年
後
に
土
地
を
親
か
ら

瓢
分
け
て
も
ら
い
・
現
在
の
所
に
住
ん
で
い
る
・
ラ
ソ
プ
ー
ソ
の
採
石
毒
を
皮
切
り
に
し
て
工
場
勤
め
を
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の

騰
管
ア
に
六
年
間
出
楚
行
き
三
四
歳
で
帰
国
し
た
．
出
稼
ぎ
の
資
金
で
鑑
を
丁
三
。
万
バ
ー
ッ
で
＝
・
ブ
イ
購
入

碓
し
、
ほ
か
に
ラ
ム
ヤ
イ
を
四
ラ
イ
購
入
し
、
精
米
所
を
丁
ブ
イ
の
土
地
に
五
〇
万
↑
ッ
で
建
て
て
讐
を
始
め
た
。
昨
年
鑑

鮒
八
ラ
イ
と
ラ
ム
ヤ
イ
四
ラ
イ
を
売
却
し
て
、
そ
の
資
金
を
元
手
に
し
て
家
を
新
築
し
た
。
今
年
か
ら
村
長
を
勤
め
て
い
る
た
め
、

こ翻
　
精
米
業
の
仕
事
は
妻
と
使
用
人
に
任
せ
て
い
る
。

嗣
　
他
方
・
妻
方
の
両
親
は
七
〇
ラ
イ
の
鑑
を
所
有
し
て
い
る
が
、
子
供
七
人
の
う
ち
彼
女
だ
け
に
は
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
が
な

初
い
・
ま
た
・
孫
に
ハ
イ
゜
ラ
去
゜
タ
ム
゜
キ
ソ
が
あ
り
・
婆
の
子
供
に
は
鑑
ニ
ラ
イ
が
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
さ
れ
て
い
る
。

タ北
　
　
こ
の
農
地
を
含
め
て
現
在
七
ラ
イ
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
。

　
　
　
　
家
屋
番
号
8
の
長
男
は
裕
福
な
の
で
、
父
親
の
葬
式
の
さ
い
要
し
た
七
万
バ
ー
ツ
を
す
べ
て
自
分
で
負
担
し
た
。
　
「
お
金
が
あ

　
　
　
る
人
が
出
す
の
は
当
た
り
前
で
、
何
も
問
題
は
な
い
」
と
言
う
。
弟
の
四
男
の
子
供
を
無
償
で
預
か
っ
て
い
る
点
を
も
含
め
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

　
　
　
こ
う
し
た
行
為
は
「
タ
ソ
ブ
ソ
で
あ
り
、
将
来
幸
福
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
言
う
。

ら

π
　
家
屋
番
号
π
の
次
男
は
母
募
弟
と
同
居
し
・
オ
ジ
が
購
入
し
た
ニ
ラ
イ
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
。
耕
運
機
は
親
の
を
無
償

！
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で
借
り
て
い
る
。
次
男
も
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
数
力
国
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
が
、
失
敗
し
て
赤
字
に
な
っ
て
帰
国
し
た
。
妻
と

1
7

　
　
は
離
婚
し
、
子
供
は
彼
が
育
て
て
い
る
。
ま
た
、
木
彫
り
の
仕
事
の
ほ
か
に
、
牛
を
三
頭
自
分
で
飼
育
し
て
い
る
。
長
女
は
ク
ル

　
　
ソ
テ
ー
プ
か
ら
戻
っ
て
、
ラ
ソ
プ
：
ソ
の
日
本
の
企
業
に
勤
め
て
い
る
。

四
結
び
に
代
え
て

　
　
　
本
稿
は
、
北
タ
イ
の
一
村
落
の
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
世
帯
間
農
業
共
同
の
諸
形
態
を
フ
ォ
ー
ク
・
タ
ー
ム
の
分
類
に
沿
っ
て

　
　
見
て
き
た
。
最
後
に
、
本
稿
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
知
見
を
既
に
明
ら
か
に
し
た
チ
ェ
ン
マ
イ
県
サ
ソ
バ
ト
ー
ソ
郡
ト
ソ
ケ
ー
オ
村

輯
麹
の
事
例
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
て
整
理
し
て
み
よ
う
。

究
　
　
タ
カ
村
に
お
い
て
も
農
業
経
営
は
世
帯
間
共
同
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
親
子
間
共
同
で
あ
っ
た
。
世
帯
間
共

研
　
　
同
に
は
、
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
の
み
で
な
く
タ
ム
・
キ
ソ
・
デ
ィ
オ
・
カ
ソ
と
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、
タ

学
科
　
　
ヵ
村
で
は
、
乾
季
作
米
が
耕
作
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
栽
培
し
て
い
る
畑
作
物
は
主
と
し
て
ニ
ソ
ニ
ク
と
タ
バ
コ
、
ピ
ー
ナ
ッ
ツ

文
　
　
で
あ
っ
た
。
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
で
は
ニ
ソ
ニ
ク
と
大
豆
、
茄
子
、
白
菜
、
ス
イ
カ
な
ど
の
畑
作
物
が
作
ら
れ
て
お
り
、
著
し
く
相
違

人
　
し
て
い
る
・
米
の
品
種
は
・
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
で
は
ほ
と
ん
ど
コ
ー
°
コ
！
型
の
品
種
で
あ
っ
た
が
・
タ
カ
村
で
は
コ
ー
。
コ
ー
型

　
　
品
種
が
む
し
ろ
少
な
く
、
カ
ー
オ
・
シ
ウ
や
カ
ー
オ
・
ケ
ー
オ
が
多
く
耕
作
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
相
違
は
、
タ
カ
村
と
ト
ソ

　
　
ケ
ー
オ
村
を
取
り
巻
く
環
境
の
相
違
、
つ
ま
り
タ
カ
村
は
灌
概
が
設
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
耕
地
が
少
な
く
兼
業
に
依
存
し
た

　
　
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
は
灌
概
設
備
が
整
っ
て
い
る
た
め
農
業
に
依
存
し
た
生
活
を
送
っ
て
お
り
、

　
　
生
産
・
生
活
を
取
り
巻
く
条
件
の
相
違
に
由
来
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
タ
カ
村
の
相
続
様
式
は
基
本
的
に
均
分
相
続
で
あ
る
。
妻
方
居
住
制
は
現
在
は
既
に
崩
壊
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
ト
ソ
ケ
ー
オ

　
　
村
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
事
例
5
と
6
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
タ
カ
村
で
は
結
婚
を
最
後
に
す
る
末
子
夫
婦
が
男
女



　
　
を
問
わ
ず
親
と
同
居
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
。
ト
ソ
ケ
ー
村
で
は
末
子
夫
婦
が
親
と
同
じ
屋
敷
地
に
居
住
し
な
が
ら
、
別
に
家
を

　
　
建
て
世
帯
分
け
し
て
お
り
、
親
子
の
居
住
形
態
の
点
で
は
相
違
し
て
い
る
。
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
の
場
合
、
親
と
は
別
に
末
子
が
新
た

　
　
に
家
を
作
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
さ
い
家
族
登
録
を
別
に
し
、
か
つ
親
と
は
別
の
家
族
で
あ
る
と
立
日
心
識
し
て
い
る
点
に
注
目
し

　
　
た
い
。
ま
た
、
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
で
は
家
族
計
画
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
子
供
は
一
人
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
の
に
対
し
て
、
タ
カ

態
　
村
で
は
家
族
計
画
は
導
入
さ
れ
て
お
ら
ず
子
供
は
一
人
と
は
限
ら
な
い
。

㍊
　
ト
ソ
ケ
志
村
は
灌
禦
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
肇
が
盛
ん
で
、
農
産
物
の
輸
出
用
の
畑
作
物
が
大
企
業
か
ら
注

嗣
　
文
さ
れ
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
農
外
労
働
は
比
較
的
少
な
い
。
農
業
経
営
は
、
親
子
の
世
帯
間
共
同
が
多
く
行
な
わ
れ

熱
て
お
り
・
摯
間
で
「
共
働
゜
養
」
す
る
タ
ム
゜
キ
ソ
・
デ
ィ
す
カ
ソ
と
親
が
子
世
帯
に
農
地
の
一
部
讐
を
任
芸
ハ
イ
．

綴
タ
ム
・
キ
ソ
・
そ
れ
と
摯
が
互
い
に
手
伝
い
A
・
う
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
の
三
難
が
あ
っ
た
．
タ
ム
・
キ
ソ
．
一
ア
ィ
オ
．
カ
ソ
は

碓
比
較
的
零
細
な
農
民
に
お
い
て
行
な
わ
れ
、
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
は
親
の
鑑
の
所
窺
模
が
比
較
的
大
き
い
場
A
．
に
行
な
わ
れ

耕
て
い
た
。
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
は
零
細
農
民
の
間
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
親
が
農
地
を
子
世
帯
に
貸
与
す
る
ほ
ど
多
く
所
有

献
　
　
し
て
お
ら
ず
・
子
世
帯
の
労
働
力
を
親
世
帯
に
結
合
さ
せ
て
耕
作
す
る
形
態
で
あ
っ
た
。
小
作
形
態
は
、
地
主
小
作
双
方
が
収
穫

ま↓
　
　
物
を
互
い
に
折
半
す
る
ニ
ヤ
・
パ
！
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
旦
雇
人
が
一
〇
〇
キ
ロ
の
収
穫
米
の
う
ち
二
〇
キ
ロ
の

のイ
　
　
籾
米
を
受
け
取
る
ロ
ー
イ
・
ト
：
ド
ゥ
が
あ
っ
た
。

タ北
　
　
　
タ
カ
村
の
タ
ム
゜
キ
ソ
゜
デ
ィ
オ
・
カ
ソ
に
関
し
て
は
、
タ
カ
村
の
二
つ
の
事
例
（
事
例
3
と
4
）
は
二
〇
年
近
く
継
続
さ
れ

　
　
　
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
家
族
周
期
上
で
一
時
的
に
現
れ
た
型
と
は
い
い
難
い
側
面
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
子
供
が
相
続
を
完

　
　
　
了
し
て
い
な
い
場
合
の
み
な
ら
ず
、
完
了
し
て
い
て
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
事
例
で
は
い
ず
れ
も
母
親
が
健
在
で
あ
っ
た
が
、
親

　
　
　
が
亡
く
な
っ
て
も
「
共
働
・
共
食
」
を
継
続
し
た
い
意
向
を
ど
の
子
供
も
持
っ
て
い
た
。
親
子
が
同
居
し
、
な
お
か
つ
タ
ム
．
キ

　
1
7
@
　
ソ
゜
デ
ィ
オ
゜
カ
ソ
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
親
子
が
雨
季
作
米
の
み
な
ら
ず
畑
作
物
も
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
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親
子
が
別
居
し
別
に
世
帯
毒
え
て
い
る
場
合
に
は
、
雨
季
作
米
は
チ
ュ
ア
イ
。
カ
ソ
し
て
い
る
が
、
畑
作
物
は
別
々
に
讐
し
、

”
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で
基
本
的
に
仕
事
を
し
て
お
り
、
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
し
て
い
な
い
。

　
　
　
家
族
周
期
上
で
子
供
が
嬉
後
妻
方
の
親
元
で
暮
ら
し
、
と
も
に
塁
に
従
事
し
て
い
る
場
ム
．
が
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
さ
い

　
　
　
「
共
働
゜
共
食
」
・
つ
ま
り
タ
ム
・
キ
ソ
ニ
ア
ィ
オ
・
カ
ソ
を
し
て
い
た
。
こ
の
ケ
よ
は
親
が
子
夫
婦
と
同
居
し
て
い
る
家
族

　
　
周
期
上
に
現
れ
る
家
族
の
一
形
態
で
あ
る
。
こ
の
ケ
よ
は
前
述
し
た
親
と
子
世
帯
が
別
居
し
な
が
ら
タ
ム
．
キ
ソ
．
デ
ィ
オ
．

　
　
カ
ソ
し
て
い
る
ケ
ー
ス
と
は
異
な
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
親
と
子
世
帯
が
別
居
し
て
い
な
が
ら
タ
ム
．

　
　
キ
ソ
゜
デ
ィ
す
カ
ソ
を
し
て
い
る
場
合
、
親
と
子
の
世
帯
で
畑
作
物
が
別
々
に
讐
さ
れ
て
お
り
、
経
営
は
両
者
の
問
で
分
離

　鞭
さ
れ
て
い
る
占
鱒
は
ト
ソ
乞
オ
村
と
同
様
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
、
。

究
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
は
両
親
が
ニ
ラ
イ
程
か
ら
三
Q
ブ
イ
以
上
の
鑑
を
所
有
し
て
い
る
場
A
．
ま
で
幅
広
く
行
な
わ
れ
て
し
た
、

窃
一
般
に
・
鑑
を
比
較
的
所
有
し
て
い
る
場
合
、
刈
分
小
作
（
ハ
イ
三
ソ
・
タ
ム
）
に
出
し
、
収
穫
米
の
半
分
を
取
得
し
て
し

学
る
場
合
が
多
い
・
そ
し
て
・
必
要
に
応
じ
て
親
竺
部
の
農
地
を
子
世
帯
に
ハ
イ
．
タ
ム
・
キ
ソ
し
て
い
る
。
事
例
5
で
は
、
家

媚
暑
号
瑚
の
両
程
旧
の
長
女
に
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
し
て
お
り
、
事
例
急
の
家
で
は
、
オ
バ
の
老
後
の
面
倒
を
看
て
い
て
、

人
そ
の
代
償
に
オ
バ
か
ら
オ
イ
に
ニ
ラ
イ
程
の
ハ
イ
・
タ
ム
・
キ
ソ
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
．
」
れ
ら
ハ
イ
．
タ
ム
．
キ
ソ
に

　
　
　
は
子
供
が
両
親
な
ど
に
収
穫
米
の
一
部
（
カ
ー
ボ
ア
・
ナ
！
）
を
渡
し
て
い
る
．
」
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
事
例
5
の
よ
う

　
　
　
に
・
自
分
が
食
べ
る
米
は
ハ
イ
三
ソ
・
タ
ム
に
よ
っ
て
得
て
お
り
、
わ
ず
か
な
農
地
し
か
子
供
に
ハ
イ
．
タ
ム
．
キ
ソ
し
て
い

　
　
　
な
い
た
め
で
あ
る
・
し
か
し
な
が
ら
、
事
例
8
の
家
屋
番
号
8
の
妻
の
実
家
に
見
ら
れ
る
場
A
・
で
は
、
両
親
が
農
地
七
Q
ブ
イ
を

　
　
　
子
供
た
ち
に
ハ
イ
゜
タ
ム
・
キ
ソ
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
カ
ー
ホ
ア
・
†
を
貰
っ
て
い
る
．
」
と
か
ら
、
鑑
の
所
有
規
模
が

　
　
　
大
き
い
場
合
と
い
え
ど
も
カ
ー
ボ
ア
・
す
が
な
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
か
ら
、
事
例
4
と
5
覧
ら
れ

　
　
　
る
よ
う
に
・
よ
そ
の
土
地
に
移
住
し
た
公
務
員
の
兄
弟
姉
妹
に
も
農
地
が
分
与
さ
れ
、
な
お
か
つ
兄
弟
姉
妹
が
他
出
し
た
兄
弟
姉



　
　
妹
の
土
地
の
世
話
（
ド
ゥ
レ
ー
Y
を
無
償
で
し
て
い
た
。

　
　
　
さ
ら
に
、
タ
カ
村
と
ト
ソ
ケ
ー
村
と
で
は
、
小
作
の
呼
称
が
相
違
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
タ
カ
村
で
は
刈
分
小
作
を
ハ
イ
．

　
　
コ
ソ
・
タ
ム
と
定
額
小
作
を
ハ
イ
・
コ
ソ
・
チ
ャ
オ
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
す
る
の
に
対
し
て
、
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
で
は
刈
分
小
作
は
ハ

　
　
イ
・
カ
オ
・
タ
ム
と
呼
び
、
定
額
小
作
を
ハ
イ
・
カ
オ
・
チ
ャ
オ
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
称
し
て
い
る
。

態
　
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
に
関
し
て
は
、
事
例
に
よ
っ
て
多
様
な
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
零
饗
民
の
場
A
．
で
あ
っ
た
。
事

諦
例
6
で
は
、
親
の
農
業
を
手
伝
い
に
来
て
い
る
次
女
は
収
穫
米
の
一
部
を
貰
っ
て
い
る
。
事
例
7
は
、
家
屋
番
．
万
5
9
／
－
の
長
男

嗣
　
は
家
を
自
分
一
人
で
建
て
、
親
の
農
作
業
を
手
伝
っ
て
も
収
穫
後
に
収
穫
米
の
一
部
を
貰
う
こ
と
は
な
い
。
反
対
に
、
長
女
の
場

黙
合
は
家
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て
禦
協
力
し
・
収
穫
米
に
し
て
も
米
が
な
く
な
る
と
時
々
あ
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は

糠
長
女
の
家
族
も
経
済
的
独
立
が
葉
さ
れ
て
い
る
点
は
ほ
か
の
兄
弟
姉
妹
と
な
ん
ら
変
わ
り
が
な
い
．
子
供
の
事
情
に
よ
っ
て
子

碓
世
帯
の
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
へ
の
関
わ
り
方
が
相
違
し
て
お
り
、
様
々
見
ら
れ
る
ξ
口
え
る
。
雨
季
作
米
は
チ
ュ
ア
イ
．
カ
ソ
で
行

鮒
な
わ
れ
、
畑
作
は
基
本
的
に
は
世
帯
ご
と
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
畑
作
で
も
チ
ュ
ア
イ
．
カ
ソ
が
行
な
わ
れ
る

献
　
　
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
各
世
帯
ご
と
に
経
営
さ
れ
て
い
て
、
兄
弟
姉
妹
や
知
人
と
の
労
働
交
換
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い

嗣
　
る
・

初
　
タ
カ
村
で
は
・
小
作
の
仕
事
を
親
子
が
籍
に
手
伝
い
合
っ
て
い
る
（
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
）
事
例
が
見
ら
れ
た
。
た
と
え
ば
、

タ
北
　
　
事
例
8
は
家
屋
番
号
1
7
の
両
親
が
小
作
を
し
て
い
た
が
、
家
屋
番
号
8
の
長
男
を
除
い
て
子
供
た
ち
が
親
の
小
作
の
手
伝
い
を
行

　
　
　
な
っ
て
い
た
・
家
屋
番
号
8
の
長
男
世
帯
は
農
地
を
た
く
さ
ん
所
有
し
て
お
り
、
弟
の
子
供
の
世
話
を
無
償
で
し
て
い
る
が
、
基

　
　
　
本
的
に
は
兄
弟
姉
妹
は
家
計
を
異
に
し
な
が
ら
、
助
け
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
を
し
て
い
る
零
細
農
民
に
お

　
　
　
い
て
は
、
総
じ
て
親
子
の
世
帯
間
で
は
等
価
交
換
を
意
識
し
た
労
働
交
換
（
ア
オ
・
ム
ー
・
ワ
ソ
・
カ
ソ
）
が
行
な
わ
れ
て
い
な

　
1
7
@
　
い
・
む
し
ろ
・
等
価
交
換
が
意
識
さ
れ
て
い
な
い
手
伝
い
合
い
で
あ
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
親
族
や
知
人
と
の
間
で
は
、
等
価



o
　
　
の
労
働
交
換
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

1
8

輯
　
　
　
　
　
1

麹
を
比
較
的
所
有
し
て
い
る
場
A
・
に
は
、
農
地
を
子
世
帯
に
ハ
イ
．
タ
ム
・
キ
ソ
せ
ず
、
ハ
イ
．
コ
ソ
・
タ
ム
（
小
作
）
に
出
し
、

究
　
　
収
穫
米
を
折
半
す
る
ニ
ヤ
．
パ
ー
で
生
活
し
て
い
る
場
合
が
多
く
見
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
子
世
帯
が
農
外
労
働
に
就
い
て
、

研
　
　
そ
の
収
入
で
生
活
し
て
い
る
場
合
が
多
く
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
前
村
長
の
世
帯
は
、
前
村
長
夫
妻
が
N
G
O
の
開
発

学
科
　
　
指
導
員
を
再
び
始
め
、
独
身
の
姉
が
小
さ
な
ガ
ソ
リ
ソ
給
油
所
を
営
ん
で
お
り
、
農
地
四
ラ
イ
は
す
べ
て
小
作
に
出
し
て
い
る
。

文
　
　
食
米
に
は
ニ
ヤ
・
パ
ー
に
よ
り
収
穫
米
の
半
分
を
得
て
充
て
て
い
る
。
ま
た
、
教
師
や
警
察
官
な
ど
公
務
員
を
し
て
い
る
世
帯
は
、

人
す
べ
て
の
農
地
を
小
作
に
出
し
て
い
る
・
事
例
中
で
は
、
事
例
5
の
家
暑
叢
の
親
と
嫁
の
亡
き
両
親
、
そ
れ
に
事
例
8
の
家

　
　
屋
番
号
8
の
家
な
ど
が
小
作
に
出
し
て
い
た
。
主
と
し
て
農
業
に
依
存
し
て
生
活
し
て
い
る
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
の
よ
う
な
、
地
主
と

　
　
旦
雇
人
が
「
共
働
」
し
て
、
小
作
が
収
穫
米
の
四
割
を
貰
う
旦
雇
い
形
態
や
、
収
穫
米
一
〇
〇
〇
キ
ロ
の
う
ち
二
〇
〇
キ
ロ
を
日

　
　
雇
人
が
貰
う
ロ
ー
イ
・
ト
ー
ド
ゥ
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
収
穫
米
の
三
分
の
一
を
小
作
が
貰

　
　
う
ベ
ソ
・
サ
ー
ム
も
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
農
外
就
労
に
生
活
を
依
存
し
て
い
る
タ
カ
村
で
は
、
小
作
は
収
穫
米
を
半
々
に
す
る
ニ

　
　
ヤ
・
パ
ー
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
タ
カ
村
で
は
小
作
人
や
旦
雇
人
は
タ
カ
村
の
村
人
で
は
な
く
、
近
隣
の
メ
カ
ナ
村
の
村
人
が
比
較
的
多
い
。
た
と
え
ば
、
ダ
ム

　
親
子
間
共
同
以
外
に
は
、
事
例
4
と
5
に
お
い
て
兄
弟
姉
妹
間
の
ド
ゥ
、
レ
ー
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
兄
弟
姉
妹
の
共

同
経
営
と
は
い
え
な
い
が
、
親
が
健
在
中
も
死
亡
し
た
後
の
場
合
に
お
い
て
も
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
無
報
酬
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。

　
タ
カ
村
の
場
合
、
ト
ソ
ケ
ー
オ
村
と
比
べ
て
農
地
の
所
有
規
模
が
大
き
い
農
民
が
た
く
さ
ん
い
る
。
中
東
へ
の
出
稼
ぎ
に
よ
る

資
金
で
一
〇
〇
ラ
イ
以
上
の
農
地
を
所
有
し
て
い
る
農
民
も
中
に
は
い
る
。
こ
う
し
た
大
規
模
農
民
は
小
作
に
出
し
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
事
例
の
う
ち
で
も
、
事
例
5
の
家
屋
番
号
醜
は
農
地
が
九
ラ
イ
と
果
樹
園
が
五
ラ
イ
所
有
し
て
い

る
し
、
5
4
の
嫁
の
亡
き
両
親
は
三
六
ラ
イ
、
事
例
8
の
家
屋
番
号
8
は
農
地
＝
ラ
イ
と
果
樹
園
四
ラ
イ
所
有
し
て
い
た
。
農
地



　
　
建
設
で
は
タ
カ
村
の
人
が
一
日
一
〇
〇
バ
ー
ッ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
メ
カ
ナ
村
の
人
は
一
日
八
〇
バ
ー
ツ
し
か
貰
え
な
い
。
こ

　
　
う
し
た
低
賃
金
は
す
べ
て
の
労
働
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
見
る
と
、
村
の
問
に
格
差
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ

　
　
う
し
た
背
景
に
は
、
メ
カ
ナ
村
は
か
つ
て
カ
レ
ソ
族
が
山
か
ら
降
り
て
き
て
居
住
し
た
村
で
あ
り
、
村
人
の
ほ
と
ん
ど
は
農
地
を

　
　
所
有
し
て
い
な
い
土
地
な
し
農
民
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
小
作
人
や
旦
雇
人
を
村
外
の
人
に
委
託
し
て
い
る
こ
と

態
　
　
が
、
多
様
な
小
作
形
態
や
旦
雇
い
の
形
態
が
タ
カ
村
内
に
見
ら
れ
な
い
背
景
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

翻
　
以
上
・
ラ
ソ
プ
↓
県
の
タ
カ
村
の
肇
讐
を
チ
ェ
ソ
マ
イ
県
の
ト
ソ
午
オ
村
と
比
較
考
察
し
て
き
た
。

動
　
　
　
タ
イ
の
農
業
は
近
代
化
の
過
程
の
中
で
激
し
い
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ダ
ム
の
建
設
な
ど
の
灌
概
整
備
を
始
め
輸
出

黙
用
の
畑
作
物
の
拡
大
・
儀
具
の
普
及
・
肥
料
と
農
薬
の
使
用
・
舜
就
労
の
増
加
、
出
馨
の
増
加
、
労
働
交
換
制
か
ら
雇
用

糠
労
働
制
へ
の
変
化
等
々
・
生
産
・
生
活
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
商
品
経
済
の
浸
透
が
著
し
遙
ん
で
い
る
．
さ
ら
に
、
近
年
は
土
地

碓
価
格
が
高
騰
し
、
容
易
に
農
地
を
購
入
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
急
激
な
近
代
化
に
伴
っ
て
、
都
市
居
住
者
と

鮒
　
　
農
村
居
住
者
間
の
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
農
民
間
の
所
得
格
差
が
拡
大
す
る
状
況
が
現
れ
て
い
る
。
零
細
農

献
　
　
民
こ
そ
が
農
業
・
農
村
の
変
化
の
影
響
を
最
も
受
け
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
彼
ら
が
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
大
資
本
に

痢
抵
抗
し
・
自
ら
の
肇
と
生
活
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
見
驚
て
い
く
こ
と
は
す
ぐ
れ
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
こ

のイ
　
　
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

榴

　
　
　
（
付
記
）
調
査
は
一
九
九
〇
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
財
団
法
人
松
下
国
際
財
団
の
助
成
金
を
得
て
実
施
し
た
。
ま
た
、
補
充

　
　
　
　
調
査
は
一
九
九
二
年
三
月
に
行
な
っ
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
、
中
京
大
学
の
中
野
卓
教
授
、
三
重
大
学
の
武
笠
俊
一
助
教
授
、

　
　
　
　
チ
ェ
ソ
マ
イ
大
学
社
会
科
学
部
の
バ
ソ
ス
ー
ソ
教
授
、
ア
ジ
ア
研
究
セ
ソ
タ
ー
の
セ
ク
シ
ソ
所
長
、
並
び
に
タ
カ
村
人
の
援
助

8
1
1
　
　
　
を
得
た
。
松
下
国
際
財
団
を
始
め
各
位
に
対
し
て
感
謝
し
た
い
。



　
　
　
　
　
　
　
主

ワ
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
メ

　
1
　
　
　
（
1
）
水
野
浩
一
『
タ
イ
農
村
の
社
会
構
造
』
創
文
社
、
一
九
八
一
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
2
）
口
羽
益
生
・
武
邑
尚
彦
「
東
北
タ
イ
・
ド
ソ
デ
ー
ソ
鱒
親
族
関
係
と
近
親
に
よ
る
生
産
．
消
費
の
共
同
に
つ
い
て
」
『
東
南
ア
ジ
ア

　
　
　
　
　
研
究
』
、
二
三
巻
三
号
、
一
九
八
五
年
、
お
よ
び
口
羽
益
生
編
『
ド
ソ
デ
ー
ソ
村
の
伝
統
構
造
と
そ
の
変
容
』
創
文
社
、
一
九
九
一
年
、

　
　
　
　
　
三
〇
九
－
三
四
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
3
）
高
井
康
弘
「
北
タ
イ
農
村
に
お
け
る
親
子
共
同
の
形
態
と
性
格
」
『
社
会
学
雑
誌
』
、
五
、
神
戸
大
学
社
会
学
研
究
会
、
　
一
九
八
八

　
　
　
　
　
年
、
お
よ
び
関
泰
子
「
タ
イ
農
村
の
社
会
構
造
に
関
す
る
一
考
察
1
『
屋
敷
地
共
住
集
団
』
概
念
を
め
ぐ
っ
て
」
『
国
際
関
係
学
研
究
』

輯8
2
@
　
　
　
Z
o
」
ω
゜
別
冊
、
津
田
塾
大
学
、
一
九
八
六
年
、
同
「
タ
イ
農
村
社
会
に
お
け
る
親
子
の
農
地
を
め
ぐ
る
共
同
関
係
と
そ
の
変
容
に
関

第　
　
　
　
　
す
る
一
考
察
」
『
同
』
乞
o
μ
c
。
°
一
九
九
二
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

究
研
　
　
　
（
4
）
拙
稿
「
北
タ
イ
農
村
に
お
け
る
世
帯
間
農
業
共
同
の
諸
形
能
丁
チ
ェ
ソ
マ
イ
県
サ
ソ
バ
ト
ー
ソ
郡
マ
ッ
ク
ム
ル
ソ
区
ト
ソ
ケ
ー
オ

群
　
村
の
事
例
⊥
『
村
落
社
会
研
究
』
二
彙
村
莚
瓜
研
究
ム
真
農
文
塑
九
九
二
年
を
参
昭
｛
さ
れ
た
い
．

文
　
　
　
（
5
）
タ
カ
村
の
村
落
構
造
や
村
落
内
集
団
等
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
北
タ
イ
農
村
の
村
落
構
造
に
関
す
る
一
考
察
」
『
人
文
科
学
研
究
』

人
　
　
　
　
八
一
輯
・
新
潟
大
学
、
一
九
九
二
年
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
6
）
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
は
日
常
的
に
は
手
伝
う
こ
と
そ
れ
自
体
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
一
般
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
農

　
　
　
　
　
作
業
の
協
同
に
関
し
て
は
、
ア
オ
・
ム
ー
・
ア
ン
・
カ
ソ
（
等
価
労
働
交
換
）
と
区
別
し
て
、
労
働
交
換
を
意
識
し
な
い
で
、
つ
ま
り

　
　
　
　
　
損
得
感
情
ぬ
き
で
助
け
合
う
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
7
）
彼
は
、
お
金
を
持
っ
て
い
る
子
供
が
支
払
え
ば
よ
い
と
考
え
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
考
え
の
背
景
に
は
タ
ソ
ブ
ソ
の
行
為
が
将
来

　
　
　
　
　
自
分
が
よ
り
よ
く
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
チ
ュ
ア
イ
・
カ
ソ
は
他
界
を
視
野
に
含
め
た
互
酬
性
の
一

　
　
　
　
　
環
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
だ
ろ
う
（
口
羽
益
生
編
、
前
掲
書
、
三
〇
九
－
三
四
八
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
。


